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海外インターンシップニュース

電子制御プロジェクト（オムロン共同教育プロジェクト）を推進

専攻科生（進学予定者含む）を6社5カ国に派遣
　国立高専機構が実施する海外インターンシップは、平成21年度で第2回目となります。
　新たに民間企業4社と協定を締結し、昨年度からの継続企業と併せて6社に受入れてもらいます。派遣人数も学生16人、教職員
6名と昨年より派遣人数を拡大しましたが、経費の一部を本人負担とし、予算規模としては、昨年度と同程度としました。
　募集を11月30日で締め切り、12月初旬に選考委員会を開催し、派遣者を決定しました。企業により実施時期が若干異なります
が、3月1日の出発を皮切りに海外に派遣します。1月19日〜20日には事前研修を行い、準備を着 と々進めております。

　国立高専機構では、多様な実践的・創造的技術者の育成を目的として、オムロン㈱からの寄附教材キット「電子制御技術教
材」を活用・発展させる、ユニークなものづくり教育の実践プロジェクトを推進しています（推進経費50万円／1プロジェクト）。
　このプロジェクトは、電子制御キットを活用した教育実践（授業方法や評価方法の工夫など）、制御機能を拡張する装置開発、
制御関連の公開講座・企業人育成などを推進するもので、外部委員（オムロン社技術者、大学教員）を含む選考委員会は36件の
応募から下記8プロジェクトを採択しました（選考基準：①目標・計画が明確であること、②他高専で実践モデルとなる成果が期
待できること、③独創的、意欲的であることなど）。この取組みに対しオムロン社側も技術者を採択8校に直接派遣して助言・交流
したいとしており、電子制御に係る共同教育がより実践的で創造的な取組みとなることが期待されます。
　なお、平成22年8月開催予定のシンポジウム（機構主催　全国高専教育フォーラム：長岡技科大にて開催）にて、これら成果を
報告・公開する予定です。
プロジェクト採択校（代表者） タイトル
１．函館高専（浜　克己） 複合型ものづくり人材のための実践的電子制御技術育成プロジェクト
２．釧路高専（千田和範） 電子制御技術教材のステーション化とその連携によるプロジェクト指向型教育プログラムの開発
３．仙台高専（矢島邦昭） 創造性を生かした学生提案型の教材作成と活用
４．石川高専（八田　潔） PLC応用機械制御学習システムの構築
５．明石高専（上　　泰） 産業界の教育ニーズを反映した実践的教育プログラムの開発
６．奈良高専（登　　一） 展示用アトラクションの製作活動を通した課外活動グループの学生との協同による実験・実習カリキュラムの検討
７．松江高専（別府俊幸） 実践的シーケンス制御入門講座（社会人および学生向）
８．鹿児島高専（室屋光宏） シーケンス制御技術に習熟した開発型技術者育成のための体系的カリキュラムの開発

協力各社の代表による調印式

≪新規協力4社と調印式≫
　平成21年12月9日に三井物産㈱本店にお
いて、次の各企業と｢海外インターンシップ
に関する協定書｣の調印式を実施しました。
　東亞合成㈱	 東京都港区
　トヨタ自動車㈱	 愛知県豊田市
　㈱森精機製作所	 愛知県名古屋市中村区
　ヤマハ発動機㈱	 静岡県磐田市

≪受入れ企業（事業所）、国、期間≫
　昨年度からの継続企業を含めて、平成21年度は6社5カ国に学生、教職
員を派遣します。
ツネイシホールディングス㈱
Tsuneishi Heavy Industries（Cebu）Inc

フィリピン
H22.3.8 〜 H22.3.27

東亞合成㈱
Toagosei Singapore Pte Ltd

シンガポール
H22.3.7 〜 H22.3.22

東洋エンジニアリング㈱
Toyo Engineering & Construction Sdn Bhd

マレーシア
H22.3.2 〜 H22.3.28

トヨタ自動車㈱
Toyota Motor Thailand Co. Ltd

タイ
H22.3.7 〜 H22.3.28

㈱森精機製作所
Dixi machines

スイス
H22.3.1 〜 H22.3.21

ヤマハ発動機㈱
Thai YAMAHA MOTOR Co. Ltd

タイ
H22.3.7 〜 H22.3.28

≪派遣学生、教職員≫
　多数の応募者の中から、選考委員会で厳正に検討した結果、以下の
方々を派遣することを決定しました。
ツネイシホールディングス㈱........................................................................
広瀬　文絵　　新居浜高専　専攻科1年	 電子工学専攻
満薗　友宏　　鹿児島高専　本科5年	 電子制御工学科
奥平進太郎　　沖縄高専　　本科5年	 メディア情報工学科
大橋　慶勘　　茨城高専　　技術職員	 技術教育支援センター
東亞合成㈱...................................................................................................
山田　知佳　　八戸高専　　本科5年	 物質工学科
井上　麻美　　久留米高専　専攻科1年	 物質工学専攻
青木　優介　　木更津高専　准教授	 環境都市工学科

東洋エンジニアリング㈱..............................................................................
小林　宏輝　　群馬高専　専攻科1年	 環境工学専攻
綱川惣一朗　　東京高専　本科5年	 電子工学科
堤　　博貴　　東京高専　准教授	 機械工学科
トヨタ自動車㈱............................................................................................
田沢　　篤　　苫小牧高専　　 専攻科1年	 環境システム工学専攻
森澤　海里　　香川高専(高松)専攻科1年	 建設工学専攻
堀瀬　友貴　　香川高専(詫間)専攻科2年	 電子通信システム工学専攻
山根　清美　　松江高専　　　 准教授	 機械工学科
㈱森精機製作所...........................................................................................
奥山　康平　　秋田高専　本科5年	 電気情報工学科
佐藤　竜平　　豊田高専　専攻科1年	 電子機械工学専攻
足立麻衣子　　奈良高専　専攻科1年	 電子情報工学専攻
奥平　　理　　函館高専　准教授	 一般科目人文系
ヤマハ発動機㈱............................................................................................
湯田坂卓人　　長野高専　専攻科1年	 電気情報システム専攻
井林　雅樹　　鈴鹿高専　専攻科1年	 電子機械工学専攻
岩永　明人　　徳山高専　専攻科1年	 情報電子工学専攻
杉本　和英　　沖縄高専　教授	 情報通信システム工学科

≪事前研修≫
　海外での実務研修が支障なく実施できるよう必要な英語力等の基礎
知識、心構え、各国の事情・情報などを学ぶことを目的として、平成22年1
月19日、20日の両日、機構本部（田町）、国立オリンピック記念青少年総合
センターを会場として、以下の講義、演習が行われました。
・�学生参加型講義　「異文化コミュニケーション」　留学生交流促進セ

ンター　吉川准教授
・演習「チームワークとコミュニケーション」　香川高専（詫間）　森講師
・演習「チームワークの強化」　茨城高専　奥山講師
・受入れ企業個別説明
　　　　各社担当者
・渡航手続き等の説明
　　　　旅行代理店等

　後日、海外インターシッ
プの報告をさせていただ
きます。 開講式 受入れ企業の個別説明




